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ユニバーサルデザイン対応のヒラギノフォントを発売
～「読む」「使う」が心地良い、やさしく語るヒラギノ～

大日本スクリーン製造株式会社（本社：京都市上京区）のメディアアンドプレシジョンテクノロジー
カンパニー（社長：藤澤 恭平）はこのほど、ユニバーサルデザイン※対応フォント「ヒラギノUniversal
シリーズ」を開発。角ゴシック体は12月7日から、丸ゴシック体と明朝体は2010年1月下旬から販売
を開始します。

近年、社会の多様化や高齢化に伴い、特定の対象者だけでなく、すべての人々に共通した使いやすさ
を考慮したユニバーサルデザインが注目を集めており、書体デザインにおいても「より、読み取りやす
い文字」へのニーズが高まっています。また最近では、携帯電話や高精細テレビなどの普及に伴い、ディ
スプレー上で文字を読む機会が急増し、利用者の多様化だけでなくさまざまな環境に配慮したフォント
が求められています。

当社がこのような流れに対応して開発した「ヒラギノUniversalシリーズ」は、デザイン業界を中心
に高い評価を得ているヒラギノフォントの「美しく、読みやすく、つぶれにくい」という特長を継承し、
さらに「自然に、楽に、長く読める」ことを追求したものです。仮名の骨格とエレメントをシンプルに
することにより、文字の形を分かりやすく、自然で柔らかな印象に仕上げたほか、濁点・半濁点はやや
大きく、明朝体は漢字の横画を太くすることで誤読を防ぎ、ディスプレー表示でもくっきりと見えるよ
うにデザインしています。また、英数字も読みやすさを考慮したデザインとし、和欧混植の文章もスムー
ズに読み進めることができます。「ヒラギノUniversalシリーズ」は、文字本来のバランスや文章全体の
リズムを崩す過度なデザインの簡素化を避け、あくまでも書体の美しさにこだわったフォントとなって
います。

当社は今後も、時代の変化や多様化するニーズを踏まえながら、末長く使われる高品質なフォントの
提供を目指し、フォントを通じてデザインの進化に貢献していきます。

※ ユニバーサルデザイン
  性別、年齢、国籍、言語の違いや障害の有無などにかかわらず、できるだけ多くの人が利用できるように、製品、施設、
環境などの設計を行うこと。
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ヒラギノUniversalシリーズ
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＜書体見本＞

ヒラギノUniversalシリーズ 書体見本

ヒラギノフォントとの比較

☆ これらの画像の印刷用データ(解像度300dpi)は、下記URLよりダウンロードできます。
   (www.screen.co.jp/press/nr-photo/)
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＜活用事例＞
企業 ： 広報出版物、IRレポート、各種約款、カタログ、取扱説明書
官公庁・自治体 ： 広報出版物、手続き用紙
組み込み機器 ： 携帯電話、テレビ、カーナビゲーション、電子辞書、デジタルサイネージ
映像・放送・ゲーム ： 番組テロップ、字幕、テレビCM、ゲーム、Webサイト
出版物 ： 一般図書、雑誌本文、大活字本、各種教材

＜商品名／国内希望販売価格＞
商品名 ライセンス数 税込み価格 本体価格 JANコード

OpenType OU-01 
ヒラギノUD角ゴ W4/W6 StdN V8.0

1 2万7,300円 2万6,000円 4949835007319

OpenType OU-02 
ヒラギノUD丸ゴ W4/W6 StdN V8.0

1 2万7,300円 2万6,000円 4949835007357

OpenType OU-03 
ヒラギノUD明朝 W4/W6 StdN V8.0

1 2万7,300円 2万6,000円 4949835007395

＊ これらの製品の5、10、50ボリュームライセンスパックも同時に販売します。
＊ これらの製品は、12月下旬から順次ダウンロード販売を開始します。

＊ ヒラギノは、大日本スクリーン製造株式会社の登録商標です。


